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上海旅游産業博覧会・厦門国際休暇旅游博覧会に参加しました 

 

昨年度、出展を予定してコロナ禍で延期された旅行博覧会に参加してきました。ど

ちらも驚かされたのは、まず中国各地からの誘客プロモーションブースが見事なまで

に豪華であることです。各省・自治体やホテル、航空会社が何百万円もするような巨

大ブースを建設し、大型スピーカーやモニター、地元の踊りやショーを披露するなど、

費用と手間をかけて誘客活動をしていました。 

もうひとつ気づいたことは、市民や旅行関係者が熱心に情報収集をしていたことです。

一般来場者はもとより旅行関係者からのアプローチも多く、コロナ禍で 3 年間往来が

途絶えたことにより、日本の最新情報や日本の旅行業界や施設側との関係が途切れて

しまったことを受けて、日本側との関係再構築に向けて業界が動き出しているように

感じました。この出会いを活かせるようにフォローアップしていきます。（荒井） 

 

 

完全自動運転タクシーに乗りました 

 

北京で自動運転タクシーに乗れるという情報を得て、事務所スタッフと試乗してきま

した。てっきり無人タクシーだと想像していましたが、運転席には人がいて、ちょっ

と拍子抜け。運転手に聞くと「外観は良いが、

車内撮影はダメ！私語もダメ！」と厳しい一

言。車内では、運転手はいるもののハンドル

も握らず、ただ乗車しているだけ。すること

と言えば、他車に注意を促すためのクラクシ

ョンを鳴らすほか、時折モニターを操作して

いて、今後の改善点を入力しているようでし

た。 

後部座席には、360度上から俯瞰して自車周

辺を見渡させるモニターがあり、信号機の色
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2023 統一入試受験者数 

出所：ネット 

や歩行者・バイクを含めて全て画面で状況把握できており、非常に安心して乗車でき

ました。 

乗車エリアは北京市郊外の広い道路で人も車もさほど混雑していないエリアだけで

すが、40 分ほど乗車して、平日試験運行割引価格で約 360 円！こういった所であれば

十分安全を担保しながら走行できると感じました。現在、完全無人タクシー走行も始

まったようです。機会をみて乗車したいと思っています。（荒井） 

 

 

 

            北京の「高考」事情 

 

 北京市では、大学統一入学試験(通称、「高考」) が６月７～１０日に行われました。

２０２３年の北京市の大学入試には、全国統一大学入学試験（略称「統一入試」）と普

通高校学業レベル等級性試験（略称「学考等級試験」）が含

まれます。統一入試科目は語文(国語)、数学、外国語の 3科

目で、７日と８日に行われました。外国語試験は英語、ロシ

ア語、日本語、ドイツ語、フランス語、スペイン語の６言語

が設置されており、受験生はその中から 1言語を選ぶことが

できます。学考等級試験は思想政治、歴史、地理、物理、化

学、生物の 6科目で、９日と１０日に行われ、受験生はその

中から３科目を選ぶことができます。また、成績発表は６月

２５日、大学と短大の出願期間は６月２７～７月１日と７月

２１～２２日、採用結果は７月６～２９日発表されるという

ことです。 

なお、今年、北京市の統一入試の受験者数は５.８万人余

りで、去年とほぼ同じですが、中国教育部が公式サイトで発表した数字によると、２

０２３年全国統一入試の受験者数は、前年比９８万人増の１２９１万人で、過去最多

となっているそうです。その中、河南省の受験者数は１３１万人で最も多いです。 

６月１０日の午前、家の近くの運河中学の前を通

りがかりましたが、受験生を試験場へ見送ってから

ずっと外で待ち続けている家族たちの姿がたくさん

現れました。ひまわりの切り花を持つある子供と大

人が人群れの中でひときわ目立っていました。聞い

てみたところ、ひまわりの中国語「向日葵」の「葵」

は熟語「一挙奪魁」の「魁」と同音で、一挙に優勝

するという意味です。（キク） 

 

 

                   

                       今の旬の果物―「ヤマモモ」 

 

 6月になると、北京の気温が一気に上がって、暑くなりました。その暑い日に不可欠

な物はやはりフルーツですね。スイカ、ライチ、サクランボ、パイナップル、ドラゴ

ンフルーツなどどちらも旬物ですが、6 月と言えば私にとってヤマモモの季節ですね。

ヤマモモはあまり日本で見かけませんが、北京では 1カゴ 400グラム入りで 30元（約

587円）でした。産地は江蘇省、浙江省、雲南省、福建省、広東省など中国の南部に幅
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広く栽培されています。その中で、浙江省の仙

居県産の「東魁（ドンクイ）」という名づけのヤ

マモモが一番有名で、甘さが高く、実が大きく、

品質がいいそうです。 

ヤマモモはとてもジューシーで、甘酸っぱさ

にたまらなくなります。ビタミンたっぷりで、

食欲のない夏には最適な果物です。ヤマモモ酒、

ヤマモモ干し、ジュース、ジャムなど商品も豊

富です。今度、中国に来る時、見かけたら、是非召し上がってください。（ケイ） 
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中国政府がゼロコロナ政策を転換してから 5か月が経とうとしている。今や当時の、

ゼロコロナ政策の様々な規制、措置は跡形もない。人々は外出、外食、娯楽、買い物、

旅行を満喫している。  

 ゼロコロナ政策転換後初の春節（旧正月）期間、交通機関を利用しての人々の移動

は、ほぼコロナ前に戻った。正式な春節休みは、1 月２１日から２７日までだったが、

新華社の報道によると、この期間に国内旅行した人は、延べ３億０８００万人だった。

直近の大型連休は、４月２９日から５月３日まで５日間の「メーデー連休」だ。この

時は、延べ２億４０００万人が国内旅行を楽しんだ。有名な観光地はどこも押すな押

すなの盛況だった。いかに人々が規制のない外出や旅行に飢えていたかがわかる。 

 中国は、3月に開かれた全国人民代表大会（全人代）で人事を一新したが、新指導部

の最大の課題、任務は、ゼロコロナ政策で落ち込んだ経済をどう立て直すかであった。

２０２２年のＧＤＰ成長率は＋３．０％であった。目標の「５．５％前後」にはほど

遠い数字であったが、ゼロコロナという状況の下で、とにかくプラス成長をキープし

た。これを＋５．０％まで引き上げるのが今年の目標だ。 

考えてみれば、3年に渡りあれだけ極端なゼロコロナ政策を採りながら、経済が破綻

しなかったのは奇跡と言えるかもしれない。これが中国経済の底力であろうか。しか

し経済の各分野に相当深い傷跡を残したのは事実だ。従って、ゼロコロナ政策を転換

したからと言って、経済が右肩上がりに一気に回復、上昇する事はあり得ない。中国

の人もあまり知らないが、本来コロナがなかったら、或いはコロナ下でも極端なゼロ

コロナ政策がなかったら、中国は昨年「高所得国家」の仲間入りをしていた。世界銀

行（世銀）の２０２２年度基準では、１人当たり名目国民総所得（ＧＮＩ）が１万３

２０５ドルを超えると「高所得国家」となる。２０２２年の中国の１人当たりＧＮＩ

は１万２６０８ドルだった。ゼロコロナ政策に加え、人民元安もあり、昨年は世銀の

基準に及ばなかった。しかし今年の第１四半期の成長率は＋４．５％だったので、事

実上中国はすでに「高所得国家」の仲間入りをしている。日本では依然として「中国

は貧しい」というイメージを払拭していない人が多いが、様々な問題を抱えながらも、

中国は着実に成長、発展しているのは事実なのだ。 

 この 5 か月の中国経済を見ると、幾つかの特徴がある。①趨勢からすると、中国経

済は回復基調にある。②経済回復は「ジグザグ」であり、分野により大きく異なり、

回復のバランスが取れていない。③まず回復基調に乗り、力強く上昇しているのは消

費、特に外食、観光旅行、娯楽などの「サービス消費」である。一方で、不動産、耐

久消費財などの回復は遅れている。④非製造業の回復は順調である一方、製造業の回

復は思うように進んでいない。⑤成長の大きな動力である「輸出」は、世界経済の不

西園寺 一晃先生の 
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況による外需不足、米中対立などにより、不安定である。⑥消費のバロメーターと言

われる新車販売は急回復しているが、販売の内容が変わりつつある。新エネルギー車

の伸長が著しい。 

 ２０２３年第 1 四半期（１―３月）の成長率は＋４．５％であった。通年の目標で

ある＋５．０％には及ばないが、ゼロコロナ政策転換間もない時期としてはまあまあ

だろう。当然 4月、5月は上昇しているが、分野によって上昇の度合いは異なり、ジグ

ザグ感は否めない。 

 先ず 1―4月の製造業と非製造業のＰＭＩ（購買担当者景気指数）を見てみよう。 

        1  月   2  月   3  月    4  月 

 製造業    ５０．１  ５２．６   ５１．９   ４９．２ 

 非製造業   ５４．４  ５６．３   ５８．２   ５６．４ 

 ２０２２年第 4四半期、各月のＰＭＩを見ると、１０月４９．２，１１月４８．０，

１２月４９．０だった。５０．０が善し悪しの分水嶺である。今年に入り改善はされ

ているが、製造業は 4 月にはまた５０．０を切った。ゼロコロナ政策が転換されて、

人々は一斉に外出、外食し、買い物をし、娯楽に興じた。しかし住宅や耐久消費財な

どにはまだ手を出していない。3月の小売売上高は、対前年同月比＋１０．６％だった

が、4月には同＋１８．４％まで上がった。飲食店収入は同＋４３．８％。このサービ

ス消費に比べ、鉱工業生産は回復速度が緩やかで、1－2月が前年同期比＋２．４％、3

月が同＋３．９％、4 月は＋５．６％だった。固定資産投資は、3 月が同＋４．８％、

4月は同＋３．９％と足踏みしている。特に不動産は不況のままだ。不動産開発投資は、

3月が同－５．９％、4月は－７．２％と悪化している。不動産は中国のＧＤＰの約３

割を占める。不動産市場が活況を呈しないと、中国経済の本格的回復は厳しい。ただ

不動産市場があまり加熱すると、中級以上のマンションなどは投機の対象となり、価

格が高騰し、一般の人は買えなくなる。住宅に対する需要は非常に大きいので、「必

要な人が買える」住宅を建て、多くの人が買うことにより不動産関連の活気を取り戻

し、経済成長に寄与する、これが政府の目的だ。政府は不動産市場回復のために、資

金繰りが厳しい不動産業者に対し、融資などの面で優遇措置を取り出した。不動産市

場はこれから徐々に活気を取り戻してゆくだろう。 

 新車販売の状況は、消費動向のバロメーターと言われる。コロナ以前から昨年まで

の新車販売台数は以下の通りである。 

 年  度 販売台数（万台）対前年比（％） 新エネ車（万台）対前年比（％） 

 ２０１７ ２８８７．９  ＋３．０     ７７．７  ＋ ５３．３ 

 ２０１８ ２８０８．１  ＋２．８    １２５．６  ＋ ６１．７ 

 ２０１９ ２５７６．９  －８．２    １２０．６  －  ４．０ 

 ２０２０ ２５３１．１  －１．９    １３６．７  ＋ １０．９ 

 ２０２１ ２６２７．５  ＋３．８    ３５２．１  ＋２５７．６ 

 ２０２２ ２６８６．４  ＋２．２    ６８８．７  ＋ ９３．４ 

 この数字から以下の事が読み取れる。①新車販売は回復基調にあるが、これまでの

最高である２０１７年までの水準には回復していない。②コロナ下でも急速に伸びて

いるのは新エネ車であり、中国における新車生産及び販売の構造が大きく変わりつつ

ある。２０２０年１１月、国務院は「新エネルギー車産業発展計画」を公布した。そ

れによると、新車販売における新エネ車の割合を、その時点での約５％から（２０２

０年は５．４％）２０２５年までに約２０％、２０３５年までに新エネ車を新車販売

の「主役」にし、ガソリン車は淘汰させる（中国市場では販売禁止）としている。 

 中国からの、乗用車の輸出も急速に増加している。 

 年  度  新車輸出台数（万台）  新エネ車の輸出（万台） 
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 ２０１７   ８９．１ 

 ２０１８  １０４．１ 

 ２０１９  １０２．４ 

 ２０２０   ９９．５         ７．７ 

 ２０２１  ２０１．５        ３１．０ 

 ２０２２  ３１１．１        ６７．９ 

 ２０２２年の日本の新車輸出台数は３８１．３万台で、依然世界１であったが、２

０２３年の第１四半期（１－３月）の新車輸出台数で、中国は日本を抜いて世界１と

なった。同期の日本の輸出台数は同＋６．０％の９５万台だったが、中国は同＋５８．

１％の１０７万台だった。世界１に寄与したのは新エネ車で、３８．８万台だった。

まだ総台数は少ないが、中国ＥＶ大手の比亜迪（ＢＹＤ）は４．３万台と、輸出台数

を前年同期比１０倍以上増やした。 

 中国の貿易は今年に入り「ジグザク行進」で、思うように回復していない。第１四

半期（１－３月）は貿易総額で同＋４．８％。内訳をみると、１－２月の輸出は前年

同期比－６．８％、輸入は－１０．２％だった。３月は輸出が同＋１４．８％と回復

したが、輸入は同－１．４％だった。４月は輸出が同＋８．５％と依然回復基調にあ

るが、輸入は同－７．９％と落ち込んだ。輸出をけん引したのはＥＶ、リチウム蓄電

池、太陽電池などであり、貿易構造は徐々に変わりつつある。これから、製造業が回

復するに従い、輸入は増えるだろう。米欧日などの先進国は、中国依存の貿易構造を

転換すると言っているが、中国もまた同じである。改革開放以来、中国は貿易面でＥ

Ｕ、米国、日本に頼ってきた。しかしそれが米中経済戦争で、非常に危険であること

を痛感した。中国はいま貿易相手国を、米日欧を重視しながらも、ＡＳＥＡＮやグロ

ーバルサウス、ロシア、中央アジア、中東、アフリカ、南米に拡大しようとしている。

このような状況の中で気になるのは、中国の貿易構造の変化の中で、日本の存在感が

薄れていることである。長期に渡り、日本は中国の貿易相手国の中で、ＥＵ、米国に

次いで第３位をキープしてきた。ところがここ数年、ＡＳＥＡＮに抜かれ、昨年は韓

国に抜かれ第５位になった。貿易総額も、昨年はＡＳＥＡＮ、ＥＵ、米国、韓国など

が、対中国貿易の成長率を対前年比でプラスにしたが、日本はマイナスだった。日本

の対中国貿易総額は３７３５億ドル（２０２２年）、２３１３億ドルの対米貿易をは

るかに上回る。日本経済は中国経

済との交流なくして成り立たな

いのが現実だ。対米と対中、外

交・安保と経済の中で、いかにし

て「股裂き」状態を防ぐのか、日

本の国益とは何なのか、考えさせ

られる。 

 今中国政府が最も緊張してい

るのは失業問題だろう。コロナと

ゼロコロナ政策の最大の後遺症

は、失業率（都市部）の高止まり

だ。ここ数年の推移は、２０１８

年３．８０％，２０１９年３．６

２％，２０２０年４．２４％，２

０２１年３．９６％，２０２２年５．６０％。２０２３年第１四半期の失業率は５．

５％で、若年層（１６－２４歳）は１９．６％だった。4月の失業率は５．２％とやや

改善されたが、若年層の失業率は逆に２０．４％と悪化した。若年層の失業率だけを

【筆者プロフィール】 
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⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 

 



 6 

見ると、２０２１年は１４，３％、２０２２年は１７．６％だったので、ここ数年で

悪化していることになる。７月にはすでに存在する膨大な若年失業者に加え、新大卒

者１１５８万人が社会に出る。この人たちの就職問題をどう解決するか、これは社会

の治安と政治の安定に関わる重大な問題なのである。（２０２３年５月２９日）（止） 

 

 

 

 

 
■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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